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る

１０９６　

�（　
 
 

）の
遠
征
が
は
じ
ま

960　

宋
が
中
国
を
統
一
す
る

936　

�（　
 
 

）が
朝
鮮
半
島
統
一

907　

唐
が
ほ
ろ
ぶ

875　

唐
で
黄
巣
の
乱
は
じ
ま
る

755　

唐
で
安
史
の
乱
は
じ
ま
る

676　

�（　
 
 

）が
朝
鮮
半
島
統
一

668　

高
句
麗
が
ほ
ろ
ぶ

660　

百
済
が
ほ
ろ
ぶ

618　

唐
が
中
国
を
統
一
す
る

イ
ス
ラ
ム
教
が
お
こ
る

589　

隋
が
中
国
を
統
一
す
る

476　

西
ロ
ー
マ
帝
国
が
ほ
ろ
ぶ

395　

ロ
ー
マ
帝
国
が
東
西
分
裂

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
易
が
発
達

仏
教（
前
６
世
紀
ご
ろ
）・
キ
リ
ス
ト
教（
前
４
年
ご
ろ
）

各
地
で
古
代
文
明
が
栄
え
る（
前
40
世
紀
〜
）

最
古
の
人
類
が
現
れ
る（
700
万
年
前
）

世
界
の
動
き

中国殷など前221
秦

前221
漢 三国 晋 五胡

十六国 南北朝 隋 唐 五代 宋

　

を
語
り
伝
え
る

琵
琶
法
師
が
各
地
に
『
平
家
物
語
』

�
が
�（　
 
 

）神
社
を
修
築

１１２４　

平
泉
に
�（　
 
 

）を
建
て
る

１０５３　

宇
治
に
�（　
 
 

）を
建
て
る

浄
土
信
仰
が
広
ま
る

仮
名
文
字
の
使
用
が
広
ま
る

�（　
 
 

）文
化
が
栄
え
る

806　

空
海
が
真
言
宗
を
ひ
ら
く

805　

最
澄
が
天
台
宗
を
ひ
ら
く

752　

東
大
寺
の
�（　
 
 

）が
完
成

�（　
 
 

）文
化
が
栄
え
る

⑯
が
�（　
 
 

）を
建
て
る

�（　
 
 

）文
化
が
栄
え
る

百
済
が
日
本
に
仏
教
を
伝
え
る

漢
字
や
儒
教
が
日
本
に
伝
わ
る

�（　
 
 

）が
大
陸
文
化
を
伝
え
る

埴
輪
が
つ
く
ら
れ
る

�（　
 
 

）に
稲
な
ど
を
収
め
る

弥
生
土
器
が
使
わ
れ
る

縄
文
土
器
が
使
わ
れ
る

�（ 
 
 

）石
器
が
使
わ
れ
る

文
化
の
流
れ

日
宋
貿
易
が
さ
か
ん
に
な
る

894　

�（　
 
 

）の
意
見
で
�
停
止

663　

�（　
 
 

）の
戦
い
が
お
こ
る

630　

第
一
回
�（　
 
 

）を
派
遣

607　

�（ 
 
 

）を
遣
隋
使
と
す
る

を
送
る

478　

倭
王
武
が
中
国
の
南
朝
に
使
い

⑮
が
朝
鮮
半
島
に
進
出
す
る

に
使
い
を
送
る

239　

邪
馬
台
国
の
�（ 
 
 

）が
魏

57　

奴
国
が
漢
に
使
い
を
送
る

外
交
の
流
れ

　

お
く

１１８５　

�（ 
 
 

）が
守
護
・
地
頭
を

１１６７　

�（　
 
 

）が
太
政
大
臣
就
任

１１５９　

平
治
の
乱
が
お
こ
る

１１５６　

保
元
の
乱
が
お
こ
る

１０８６　

白
河
上
皇
が
�（　
 
 

）開
始

１０１６　

藤
原
道
長
が
摂
政
と
な
る

935　

関
東
で
平
将
門
が
反
乱

藤
原
氏
が
�（　
 
 

）を
お
こ
な
う

794　

都
を
�（　
 
 

）に
移
す

743　

⑳（　
 
 

）を
定
め
る

710　

都
を
⑲（　
 
 

）に
移
す

701　

⑱（ 
 
 

）を
定
め
る

672　

壬
申
の
乱
が
お
こ
る

646　

改
新
の
詔
が
出
さ
れ
る

645　

⑰（　
 
 

）が
は
じ
ま
る

604　

十
七
条
の
憲
法
を
定
め
る

593　

⑯（　
 
 

）が
摂
政
と
な
る

⑮（　
 
 

）が
統
一
を
進
め
る

小
さ
い
国（
ク
ニ
）が
生
ま
れ
る

政
治
の
流
れ

源
平
の
争
い
が
お
こ
な
わ
れ
る

東
北
で
⑥（　
 
 

）氏
が
栄
え
る

⑤
が
中
央
政
界
に
進
出
す
る

各
地
で
④
が
増
え
る

都
や
地
方
で
⑤（　
 
 

）が
現
れ
る

地
方
の
政
治
が
乱
れ
る

東
北
の
蝦
夷
が
平
定
さ
れ
る

律
令
政
治
の
立
て
直
し
が
進
む

③
の
制
が
く
ず
れ
る

私
有
地
の
④（　
 
 

）が
広
が
る

租
庸
調
な
ど
の
税
制
が
は
じ
ま
る

　

人
々
を
国
家
が
支
配

③（　
 
 

）の
制
を
定
め
る
…
土
地
・

蘇
我
氏
の
権
力
が
強
く
な
る

蘇
我
氏
が
物
部
氏
に
勝
つ

　

②（ 
 
 

）が
つ
く
ら
れ
る

大
王
や
豪
族
の
墓
と
し
て

貧
富
の
差
が
生
じ
る

①（ 
 
 

）・
金
属
器
が
伝
わ
る

日
本
列
島
が
形
成
さ
れ
る

狩
り
・
漁
・
採
集
で
生
活
す
る

社
会
・
経
済
の
流
れ

時代 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安
世紀 １ ３ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

〈近世までの歴史〉

（　　）にあてはまる語句を書いて，流れをおさえよう。
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阿
国
の
か
ぶ
き
踊
り
が
流
行

千
利
休
が
�（　
 
 

）を
大
成
す
る

狩
野
永
徳
が
活
躍
す
る

�（　
 
 

）文
化
が
栄
え
る

�
文
化
が
栄
え
る

雪
舟
が
�（　
 
 

）を
大
成
す
る

１４８９　

�（　
 
 

）が
銀
閣
を
建
て
る

　

大
成
す
る

観
阿
弥
・
世
阿
弥
が
�（ 
 
 

）を

１３９７　

�
が
�（ 
 
 

）を
建
て
る

兼
好
法
師
が『
�（ 
 
 

）』を
著
す

１２１２　

鴨
長
明
が
『
方
丈
記
』
を
著
す

１１９９　

東
大
寺
南
大
門
を
再
建

　

宣
教
師
）を
追
放
す
る

１５８７　

⑬
が
バ
テ
レ
ン（
キ
リ
ス
ト
教

　

�（　
 
 

）貿
易
を
お
こ
な
う

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
ス
ペ
イ
ン
人
と

１４０４　

�
が
明
と
�（ 
 
 

）開
始

　

国
や
朝
鮮
半
島
を
お
そ
う

�（ 
 
 

）と
よ
ば
れ
る
海
賊
が
中

１５８１　

オ
ラ
ン
ダ
が
独
立
す
る

１５３４　

イ
エ
ズ
ス
会
を
結
成
す
る

　

を
達
成
す
る

１５２２　

�（　
 
 

）艦
隊
が
世
界
一
周

１５１７　

ル
タ
ー
が
宗
教
改
革
開
始

　

を
回
っ
て
イ
ン
ド
に
到
達

１４９８　

�（　
 
 

）が
ア
フ
リ
カ
大
陸

　

に
成
功
す
る

１４９２　

�（　
 
 

）が
大
西
洋
の
横
断

　

ほ
ろ
ぶ

１４５３　

東
ロ
ー
マ（
ビ
ザ
ン
ツ
）帝
国
が

　

興
）が
は
じ
ま
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
�（ 
 
 

）（
文
芸
復

１３９２　

朝
鮮（
国
）が
成
立
す
る

１３６８　

明
が
中
国
を
統
一
す
る

　

記
述
』を
著
す

１２９９　

マ
ル
コ
＝
ポ
ー
ロ
が
『
世
界
の

１２７９　

宋（
南
宋
）が
ほ
ろ
ぶ

１２７１　

元
が
成
立
す
る

１２０６　

�（　
 
 

）帝
国
が
成
立
す
る

12 13 14 15 16

宋 元

鎌倉 南北朝 室町 安土桃山

明

１５９７　

慶
長
の
役
が
お
こ
る

１５９２　

�（　
　
　

）が
お
こ
る

１５９０　

⑬
が
全
国
を
統
一
す
る

１５８８　

⑬
が
�（　
　
　

）令
を
出
す

１５８２　

⑫
が
本
能
寺
の
変
で
自
害

１５７６　

⑫
が
�（　
　
　

）を
築
く

１５７３　

⑫
が
室
町
幕
府
を
ほ
ろ
ぼ
す

　

伝
え
る

１５４９　

�（　
　
　

）が
キ
リ
ス
ト
教
を

１５４３　

種
子
島
に
�（　
　
　

）が
伝
来

１４８８　

加
賀
の
一
向
一
揆
が
お
こ
る

１４８５　

山
城
の
国
一
揆
が
お
こ
る

１４６７　

�（　
　
　

）が
は
じ
ま
る

　

マ
イ
ン
と
戦
う

１４５７　

蝦
夷
地
で
ア
イ
ヌ
の
首
長
コ
シ
ャ

１４２９　

�（　
　
　

）が
成
立
す
る

１４２８　

正
長
の
土
一
揆
が
お
こ
る

１３９２　

�（　
 
 

）が
南
北
朝
合
一

　

町
幕
府
を
ひ
ら
く

１３３８　

足
利
尊
氏
が
�
に
就
任
し
て
室

１３３４　

建
武
の
新
政
が
は
じ
ま
る

１３３３　

鎌
倉
幕
府
が
ほ
ろ
ぶ

１２９７　

永
仁
の
徳
政
令
を
出
す

１２８１　

弘
安
の
役
が
お
こ
る

１２７４　

文
永
の
役
が
お
こ
る

１２３２　

北
条
泰
時
が
�（　
 
 

）制
定

　
　

京
都
に
�（　
 
 

）を
お
く

１２２１　

承
久
の
乱
が
お
こ
る

１１９２　

�
が
�（　
 
 

）就
任

⑬
が
朝
鮮
半
島
に
出
兵

�（　
 
 

）（
蒙
古
襲
来
）

　

る
⑭（　
　
　

）が
進
む

武
士
と
農
民
の
区
別
が
明
ら
か
に
な

⑬（　
　
　

）が
太
閤
検
地
を
お
こ
な
う

⑫（　
　
　

）が
楽
市
・
楽
座
を
お
こ
な
う

各
地
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る

石
見
銀
山
の
開
発
が
進
む

京
都
で
祇
園
祭
が
復
興
さ
れ
る

戦
国
大
名
が
分
国
法
を
定
め
る

各
地
に
戦
国
大
名
が
現
れ
る

⑪（　
　
　

）の
風
潮
が
広
が
る

守
護
大
名
が
強
大
化
す
る

堺
な
ど
の
都
市
が
自
治
を
お
こ
な
う

商
人
が
座
を
結
成
す
る

農
村
で
⑩（　
　
　

）が
自
治
を
お
こ
な
う

　

が
対
立
す
る

京
都
の
北
朝
と
⑨（　
　
　

）の
南
朝

⑧（　
　
　

）が
倒
幕
運
動
を
お
こ
す

御
家
人
の
生
活
が
苦
し
く
な
る

交
通
の
要
所
に
定
期
市
が
立
つ

　

⑦（　
 
 

）が
広
ま
る

同
じ
耕
地
で
米
と
麦
を
生
産
す
る
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　Ｋさんは，茶の歴史について発表するために，次のレポートを作成した。これについて，あと

の各問いに答えなさい。

レポート

ア　表中の あ ， い にあてはまる語句の組み合わせとして最も適するものを，次の１～４の中から一つ

選び，その番号を答えなさい。

１．あ：遣
けん

隋
ずい

使
し

　い：曹
そう

洞
とう

宗　　２．あ：遣隋使　い：臨
りん

済
ざい

宗

３．あ：遣
けん

唐
とう

使
し

　い：曹洞宗　　４．あ：遣唐使　い：臨済宗 〔 〕

イ　表中のＡの期間におこったできごとについて説明した次の文Ⅰ～Ⅲを，年代の古いものから順に並べたも

のを，あとの１～６の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

１．Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ　　２．Ⅰ/Ⅲ/Ⅱ　　３．Ⅱ/Ⅰ/Ⅲ

４．Ⅱ/Ⅲ/Ⅰ　　５．Ⅲ/Ⅰ/Ⅱ　　６．Ⅲ/Ⅱ/Ⅰ 〔 〕

ウ　 線①に関して，神農が茶を発見したあとの世界のできごとについて説明したものとして最も適するも

のを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 〔 〕

１．ナイル川の氾
はん

濫
らん

時期を予測するために天文学が発達し，太陽暦がつくられた。

２．戦争や農業などを占った結果が，亀の甲や牛の骨に甲骨文字で記録された。

３．城壁や神殿をもつ都市国家がいくつも生まれ，くさび形文字が発明された。

４．石を磨いてつくった石器で，樹木の伐採や土堀り，調理などがおこなわれるようになった。

エ　次の１～４のうち， 線②のできごとがおこった時期に最も近い日本のできごとについて説明したもの

を，１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

１．幕府が朝廷に政権を返上した。　　　　２．井
い

伊
い

直
なお

弼
すけ

が桜田門外で暗殺された。

３．大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

が大阪で乱をおこした。　　４．薩摩藩と長州藩が同盟を結んだ。 〔 〕

出題パターン

１　原始から中世にかけての茶

①茶は，紀元前2700年ごろに中国の皇帝であった神
しん

農
のう

が薬として発見したことがはじまりとされている。

古代から中世にかけての茶に関するできごとについて年代の古い順に並べ，次の表にまとめました。

表

２　近世における茶と貿易

②江戸幕府がアメリカと通商条約を結ぶと，長崎や横浜などの開港をきっかけに，生糸とならぶ重要な

輸出品になった。

古代から中世にかけての茶に関するできごと

最
さい

澄
ちょう

が あ とともに中国に渡り，茶の種子をもち帰って比
ひ

叡
えい

山のふもとに植えた。

桓武天皇の息子である嵯
さ

峨
が

天皇は，訪れた寺院で僧侶から茶を献上された。…………………………

い の開祖である栄
よう

西
さい

が，茶の効用を説いた『喫
きっ

茶
さ

養
よう

生
じょう

記
き

』を著した。

千
せんの

利
り

休
きゅう

によって茶の湯の儀礼が定められ，茶道が完成した。……………………………………………

Ａ
えいさい

Ⅰ　執権の北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

が，政治の判断基準を御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
じょう

永
えい

式目）に定めた。

Ⅱ　院政の実権をめぐって天皇家や貴族の対立が激しくなり，保元の乱がおこった。

Ⅲ　後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇は鎌倉幕府を倒し，天皇中心の新しい政治である建武の新政をはじめた。

4 近世までの歴史
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1　原始時代のできごと

⑴　世界のできごと…石を打ち砕
くだ

いた〔①　　　　　　　　　　〕を使用。

①　文明の誕生…メソポタミア文明，エジプト文明，〔②　　　　　　　　　　〕文明，中国文明。中国では

紀元前３世紀に〔③　　　　　　　　〕が中国を統一。

②　ギリシャ・ローマ文明…ギリシャで紀元前８世紀ごろからポリス（都市国家）の建設。ローマでは，共和

政であったが，内乱によって〔④　　　　　　　〕へ移行。

⑵　日本のできごと…岩
いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

（群馬県）から〔①〕，野
の

尻
じり

湖
こ

（長野県）からナウマンゾウの化石が出土。

①　縄
じょう

文
もん

時代…人々は〔⑤　　　　　　　　〕住居に住み，貝
かい

殻
がら

などを〔⑥　　　　　　　〕へ捨てた。土の人

形である〔⑦　　　　　　　〕が，青森県の〔⑧　　　　　　　　　　〕遺跡から多く出土。

②　弥
や よ い

生時代…稲作・金属器（青銅器・鉄器）の伝来。邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の〔⑨　　　　　　　〕が魏
ぎ

に使者を派遣。

2　古代のできごと

⑴　古
こ

墳
ふん

時代…〔⑩　　　　　　　〕中心の大
や ま と

和政権（ヤマト王権）。〔⑪　　　　　　　　〕による漢字，儒教（儒

学），仏教の伝来。古墳の多くが〔⑫　　　　　　　　　　〕で，大阪府の大
だい

仙
せん

（仁
にん

徳
とく

陵
りょう

）古墳は日本最大。

⑵　飛
あ す か

鳥時代…聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）の政治（才能ある人物を登用する〔⑬　　　　　　　　　　〕，役人の心構え

を示した〔⑭　　　　　　　　　　〕，小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

ら遣
けん

隋
ずい

使
し

の派遣など）。中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

と中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

らが改革を実施

（〔⑮　　　　　　　　　　〕）。〔⑯　　　　　　　〕の乱のあとに天武天皇が即位。唐にならって律令国家の

仕組みを定めた〔⑰　　　　　　　　　　〕を制定。

⑶　奈良時代…平
へい

城
じょう

京
きょう

に遷
せん

都
と

。〔⑱　　　　　　　〕天皇が国
こく

分
ぶん

寺
じ

や国分尼
に

寺，東大寺の大仏などをつくった。

租
そ

・調
ちょう

・庸
よう

などの税，防
さき

人
もり

などの兵役。土地の私有化を認める墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざいの

法
ほう

。

⑷　平
へい

安
あん

時代…平安京に遷都。〔⑲　　　　　　　〕天皇は坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任命し，蝦
え み し

夷を征討。

藤原氏による摂
せっ

関
かん

政治（全盛期は藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

・頼
より

通
みち

父子のころ）。〔⑳　　　　　　　〕上皇による院
いん

政
せい

。鳥
と

羽
ば

上

皇の死後，〔�　　　　　　　〕の乱・平
へい

治
じ

の乱。平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が，武士として初の〔�　　　　　　　　　　〕就任。

3　中世のできごと

⑴　鎌
かま

倉
くら

時代…壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦いのあと，源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が鎌倉幕府を開く。後鳥羽上皇による〔�　　　　　　　〕の乱の

あと，京都に〔�　　　　　　　　　　〕を設置。３代執権北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

が〔�　　　　　　　　　　〕（貞
じょう

永
えい

式目）

を制定。８代執権〔�　　　　　　　　　　〕のときに元
げん

寇
こう

（文
ぶん

永
えい

の役，弘
こう

安
あん

の役）。（永
えい

仁
にん

の）徳政令を出す。

⑵　室
むろ

町
まち

時代…後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇による〔�　　　　　　　　　　〕/〔�　　　　　　　　　　〕が室町幕府を開く。

３代将軍足利義
よし

満
みつ

が〔�　　　　　　　〕貿易（日明貿易）を開始。商業の発展で問
とい

（問
とい

丸
まる

），座
ざ

の出現。村では

惣
そう

（惣村）とよばれる自治組織。〔�　　　　　　　〕の乱/下
げ

剋
こく

上
じょう

の風潮，分
ぶん

国
こく

法
ほう

の制定。

4　近世のできごと

⑴　戦国～安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代…鉄砲・キリスト教の伝来。織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が桶
おけ

狭
はざ

間
ま

の戦い・長
なが

篠
しの

の戦いなどの統一事業と

楽
らく

市
いち

・楽
らく

座
ざ

などの経済政策を実施。明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

による〔�　　　　　　　　〕の変で自害。豊
とよ

臣
とみ

（羽
は

柴
しば

）秀
ひで

吉
よし

は太
たい

閤
こう

検
けん

地
ち

と〔�　　　　　　　　〕で兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

を実施。明
みん

の征服を目指して朝
ちょう

鮮
せん

出
しゅっ

兵
ぺい

。

⑵　江
え

戸
ど

時代…〔�　　　　　　　　〕の戦いで勝利した徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が江戸幕府を開く。３代将軍徳川家
いえ

光
みつ

が武
ぶ

家
け

諸
しょ

法
はっ

度
と

に〔�　　　　　　　　　　〕を追加。鎖
さ

国
こく

や重税に対して〔�　　　　　　　　　　〕一揆。５代将軍

〔�　　　　　　　　　　〕による政治/新井白石による正
しょう

徳
とく

の治
ち

。８代将軍徳川吉
よし

宗
むね

の享
きょう

保
ほう

の改革/田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

の政治/松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

の寛
かん

政
せい

の改革/水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

の〔�　　　　　　〕の改革。ラクスマンなどの外国船の接近/

外国船の撃退を命じる〔�　　　　　　　　　　〕。ペリー来航/日米和親条約・日米修好通商条約の締結/

尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運動/坂
さか

本
もと

龍
りょう

馬
ま

らの仲介による薩
さっ

長
ちょう

同盟/大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

・王政復古の大号令/戊
ぼ

辰
しん

戦争。

これだけは覚えようポイントポイント
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Ｋさんは，歴史の授業で調べた外国人について，次のカードⅠ～カードⅣにまとめた。これらについて，あ

との各問いに答えなさい。

ア　カードⅠ中の あ ，カードⅢ中の い にあてはまるものの組み合わせとして最も適するものを，次の

１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 〔 〕

１．あ：小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

　　い：宗教改革に対抗して勢力の立て直しを目指したカトリック

２．あ：小野妹子　　い：ローマ教皇の免
めん

罪
ざい

符
ふ

（贖
しょく

宥
ゆう

状
じょう

）販売に対して宗教改革をおこなったプロテスタント

３．あ：蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

　　い：宗教改革に対抗して勢力の立て直しを目指したカトリック

４．あ：蘇我馬子　　い：ローマ教皇の免罪符（贖宥状）販売に対して宗教改革をおこなったプロテスタント

イ　 線①に関して，この人物がおこなったこととして適切でないものを，次の１～４の中から一つ選び，

その番号を答えなさい。

１．現存する世界最古の木造建築物といわれている法隆寺を建てた。

２．土地と人々を公地・公民として国家が直接支配する制度を整えた。

３．家柄にとらわれず，才能や功績のある人物を役人に取り立てる冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

を定めた。

４．仏教や儒学の教えをもとにした十七条の憲法を定め，役人の心構えを示した。 〔 〕

ウ　 線②に関して，このできごと以後の日本の様子について説明したものとして最も適するものを，次の

１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

１．中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

が天
てん

智
じ

天皇として即位し，全国に渡る戸籍をはじめてつくった。

２．日本は百
く だ ら

済を援助するために朝鮮に大軍を送ったが，白
はく

村
すきの

江
え

の戦いで敗れた。

３．日本ではじめての銅の貨幣である富本銭がつくられた。

４．中国から帰国した空海が，高野山に金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

を建てた。 〔 〕

1

裴
はい

世
せい

清
せい

　①聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（廏
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）が遣
けん

隋
ずい

使
し

として隋に送っ

た あ の帰国にともなって，来日しました。隋

の皇帝からの手紙を朝廷に提出し，再度遣隋使と

なった あ とともに帰国しました。

カードⅠ

鑑
がん

真
じん

　②遣
けん

唐
とう

使
し

の求めにより来日しました。来日後は，

たくさんの人びとに仏教の正しい教えを伝えまし

た。そして，③奈良時代後半には修行の場として

唐招提寺をつくりました。

カードⅡ

フランシスコ=ザビエル

　 い のイエズス会の宣教師として，④日本に

やってきました。その後，鹿児島や平戸，山口や

京都などを訪れ，布教活動をおこないました。

カードⅢ

ラクスマン

　日本の漂流民であった大
だい

黒
こく

屋
や

光
こう

太
だ

夫
ゆう

らとともに，

根室に来航しました。そこで⑤通商を要求します

が，江戸幕府はこれを拒否し，長崎への入港の許

可を得て，シベリアを経て帰国しました。

カードⅣ

ペクチェ はくそんこう

練 習 問 題
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エ　 線③に関して，次の資料 1は，奈良時代につくられた，税の徴収のための台帳を示したものである。

また，資料 2は奈良時代の農民の主な負担を示したものである。資料 1と資料 2から読み取れることについ

て説明した文Ｘ，Ｙと，その時期についての説明文ａ，ｂの組み合わせとして最も適するものを，あとの１

～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

１．Ｘとａ　　２．Ｘとｂ　　３．Ｙとａ　　４．Ｙとｂ 〔 〕

オ　 線④に関して，フランシスコ=ザビエルが来日したころの日本の様子について説明したものとして最

も適するものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

１．上方では坂
さか

田
た

藤
とう

十
じゅう

郎
ろう

，江戸では市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

が歌
か

舞
ぶ

伎
き

の名優として活躍した。

２．江戸と大阪のあいだで，菱
ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

や罇
たる

廻船が定期的に往復するようになった。

３．全国の商業の中心地であった大阪は，「天下の台所」として繁栄した。

４．堺
さかい

や国
くに

友
とも

（現在の滋賀県）で，鉄砲がさかんにつくられた。 〔 〕

カ　 線⑤に関して，日本が開国後に結んだ日米修好通商条約では，外国人が日本で罪を犯しても，日本人

がその罪を裁けないという権利を認めた。この権利を何というか，漢字で書きなさい。

 〔 〕

キ　Ｋさんは，カードⅣのラクスマンが来航した時期の世界の様子について調査したいと考えた。この時期に

関する調査について説明したものとして最も適するものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を答え

なさい。 〔 〕

１．啓蒙思想が広まったことに着目して，その影響を受けたフランス革命について調査する。

２．アヘン戦争がおこったことに着目して，中国が結んだ不平等な条約の内容について調査する。

３．宗教改革がおこったことに着目して，イエズス会が布教した地域について調査する。

４．ピューリタン革命がおこったことに着目して，政治体制の変化について調査する。

資料１

戸こ

主し
ゅ

大だ
い

初そ

位い
の

上じ
ょ
う

出い
ず
も
の雲

臣お
み

千ち

依よ
り　

年
六
九
歳

男
出
雲
臣
嶋し
ま

麻ま

呂ろ　
　
　
　

年
三
〇
歳

男
出
雲
臣
広ひ
ろ

主ぬ
し　

　
　
　
　

年
二
五
歳

男
出
雲
臣
小お

広ひ
ろ　
　
　
　
　

年
十
九
歳

男
出
雲
臣
広ひ
ろ

長な
が　
　
　
　
　

年
十
三
歳

男
出
雲
臣
広ひ
ろ

方か
た　
　
　
　
　

年
十
一
歳

女
出
雲
臣
麻ま

志し

麻ま

売め　
　
　

年
三
三
歳

（
以
下
略
）

※ 

戸
…
税
や
労
役
な
ど
の
負
担
を
課
す
単
位
の
こ

と
。

※
（正倉院文書をもとに作成）

税・兵役
対象

年齢 性別

税
と
労
役

租
そ

６歳以上 男女

庸
よう

21～65歳 男子

調
ちょう

17～65歳 男子

雑
ぞう

徭
よう

17～65歳 男子

兵
役

衛
え

士
じ

21～60歳 男子

防
さきもり

人 21～60歳 男子

資料 2

読み取れる
こと

Ｘ 　資料 1に示された７人のうち，租・庸・調のすべてを納めなければならなかったの
は４人である。

Ｙ 　資料 1に示された７人のうち，　雑徭の負担はあったが，衛士と防人の負担がなか
ったのは１人である。

説明文
ａ　聖

しょう

武
む

天皇が，仏教の力によって伝染病や災害から国家を守ろうとした。
ｂ　平

たいらの

清
きよ

盛
もり

が，娘を天皇のきさきにして，朝廷の政治の実権を握った。


